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(57)【要約】
【課題】動画像データや静止画像データを基に作成され
る動画像コンテンツに用いられる動画像データの区間を
容易な操作で調整すること。
【解決手段】ムービー作成アプリケーションは、区間変
更画面４１において、作成されたムービーに使用された
区間を含む動画像の再生中に、使用位置選択ボタン４２
が押下された場合、当該使用区間選択ボタン４２の押下
時点における当該動画像の再生位置が、変更後の区間の
始点、中間点、終点のいずれかになるように、ムービー
に使用する区間を移動する。これにより、ユーザは、使
用位置選択ボタン４２を押下操作するだけで、作成され
たムービーに使用された動画像データの一部区間を容易
に変更することができる。
【選択図】図４
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【特許請求の範囲】
【請求項１】
　動画像データ中の第１の区間データと他のコンテンツデータとを合成して合成動画像コ
ンテンツを生成する生成手段と、
　前記動画像データを再生する再生手段と、
　前記動画像データの再生中にユーザの所定の操作入力を受け付ける操作受付手段と、
　前記所定の操作入力が受け付けられた時点における前記動画像データの再生位置を含む
前記第１の区間データとは異なる第２の区間データを抽出して、前記合成動画像コンテン
ツ中の前記第１の区間データを前記第２の区間データに変更するように前記生成手段を制
御する制御手段と
　を具備する電子機器。
【請求項２】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記制御手段は、前記操作入力が受け付けられた時点における前記動画像データの再生
位置を始点とする前記動画像データの所定区間を前記第２の区間データとして抽出する
　電子機器。
【請求項３】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記制御手段は、前記操作入力が受け付けられた時点における前記動画像データの再生
位置を終点とする前記動画像データの所定区間を前記第２の区間データとして抽出する
　電子機器。
【請求項４】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記制御手段は、前記操作入力が受け付けられた時点における前記動画像データの再生
位置を中間点とする前記動画像データの所定区間を前記第２の区間データとして抽出する
　電子機器。
【請求項５】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記再生手段は、前記動画像データのコマ送り再生が可能であり、
　前記操作受付手段は、前記動画像データの前記コマ送り再生中に前記操作入力を受け付
ける
　電子機器。
【請求項６】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記動画像データから人物の顔を検出する検出手段をさらに具備し、
　前記制御手段は、前記操作入力受け付け時に、前記動画像データの全区間における前記
再生位置及び前記検出された人物の顔が含まれる区間を示す表示情報を生成し出力する
　電子機器。
【請求項７】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記動画像データから人物の声を検出する検出手段をさらに具備し、
　前記制御手段は、前記操作入力受け付け時に、前記動画像データの全区間における前記
再生位置及び前記検出された人物の声が含まれる区間を示す表示情報を生成し出力する
　電子機器。
【請求項８】
　請求項１に記載の電子機器であって、
　前記制御手段は、前記操作入力受け付け時に、前記第２の区間の始点、中間点及び終点
における前記動画像データの各サムネイル画像を生成し出力する
　電子機器。
【請求項９】
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　動画像データ中の第１の区間データと他のコンテンツデータとを合成して合成動画像コ
ンテンツを生成し、
　前記動画像データを再生し、
　前記動画像データの再生中にユーザの所定の操作入力を受け付け、
　前記所定の操作入力が受け付けられた時点における前記動画像データの再生位置を含む
前記第１の区間データとは異なる第２の区間データを抽出して、前記合成動画像コンテン
ツ中の前記第１の区間データを前記第２の区間データに変更する
　動画像データ区間変更方法。
【請求項１０】
　電子機器に、
　動画像データ中の第１の区間データと他のコンテンツデータとを合成して合成動画像コ
ンテンツを生成するステップと、
　前記動画像データを再生するステップと、
　前記動画像データの再生中にユーザの所定の操作入力を受け付けるステップと、
　前記所定の操作入力が受け付けられた時点における前記動画像データの再生位置を含む
前記第１の区間データとは異なる第２の区間データを抽出して、前記合成動画像コンテン
ツ中の前記第１の区間データを前記第２の区間データに変更するステップと
　を実行させるためのプログラム。
【発明の詳細な説明】
【技術分野】
【０００１】
　本発明は、動画像データや静止画像データを編集して新たな動画像コンテンツを作成す
ることが可能な電子機器、動画像データ区間変更方法及びプログラムに関する。
【背景技術】
【０００２】
　従来から、ＰＣ（Personal Computer）等の電子機器には、ユーザが撮影した複数の動
画像データの一部区間や静止画像データを編集・合成してユーザ独自の新たな動画像コン
テンツ（ムービー）を作成する機能を搭載したものが存在する。
【０００３】
　例えば、特許文献１には、ユーザがハードディスク等に記憶されている画像を指定する
と、指定された画像に所定のエフェクト処理を施し、予め用意されたＢＧＭに合わせて画
像が順次表示されるコンテンツを作成する画像編集処理が開示されている。
【０００４】
　特許文献２乃至４には、ユーザが予め用意された曲を選択し、再生対象とする静止画が
格納されたフォトアルバムを選択することで、曲の雰囲気に合ったエフェクトが施された
静止画を曲と共にスライドショーするプレイリストを作成する技術が開示されている。
【０００５】
【特許文献１】特開２００１－２８５７８４号公報
【特許文献２】特開２００６－８６６２１号公報
【特許文献３】特開２００６－８６６２２号公報
【特許文献４】特開２００６－１６６１６４号公報
【発明の開示】
【発明が解決しようとする課題】
【０００６】
　ところで、上述のようなユーザ独自の動画像コンテンツを作成するにあたっては、ユー
ザは、素材となる動画像データ中のどの区間を用いるかを選択する必要がある。そして、
ユーザは、当該区間の選択後、作成された動画像コンテンツに用いられている動画像デー
タの区間を変更したい場合もある。電子機器がこの区間を変更するためには、素材となる
動画像データの総再生区間のうち、作成される動画像コンテンツに用いる区間を、例えば
当該区間長に対応する幅を有するポインタのドラッグ操作により選択させるＧＵＩを表示
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することが考えられる。
【０００７】
　しかしながら、素材となる動画像データの総再生時間が長い場合には、区間をポインタ
で示すと、当該ポインタの幅が小さくなりすぎて、ユーザのドラッグ操作が困難となり、
区間の変更も困難となる。
【０００８】
　以上のような事情に鑑み、本発明の目的は、動画像データや静止画像データを基に作成
される動画像コンテンツに用いられる動画像データの区間を容易な操作で調整することが
可能な電子機器、動画像データ区間変更方法及びプログラムを提供することにある。
【課題を解決するための手段】
【０００９】
　上述の課題を解決するため、本発明の一の形態に係る電子機器は、生成手段と、再生手
段と、操作受付手段と、制御手段とを有する。　
　上記生成手段は、動画像データ中の第１の区間データと他のコンテンツデータとを合成
して合成動画像コンテンツを生成する。　
　上記再生手段は、上記動画像データを再生する。　
　上記操作受付手段は、上記動画像データの再生中にユーザの所定の操作入力を受け付け
る。　
　上記制御手段は、上記所定の操作入力が受け付けられた時点における上記動画像データ
の再生位置を含む上記第１の区間データとは異なる第２の区間データを抽出する。また上
記制御手段は、上記合成動画像コンテンツ中の上記第１の区間データを上記第２の区間デ
ータに変更するように上記生成手段を制御する。　
　ここで電子機器とは、例えばＰＣ（Personal Computer）、テレビジョン装置、ＨＤＤ
（Hard Disk Drive）／ＤＶＤ／ＢＤ（Blu-ray Disc）等の記録媒体を用いた記録再生装
置、デジタルビデオカメラ、携帯型ＡＶ機器、携帯電話機、ゲーム機器、ロボット装置等
の電化製品等である。他のコンテンツデータとは、例えば他の動画像データの全部または
一部、静止画像、音声（音楽）等のコンテンツである。所定の操作入力とは、例えばアイ
コン、ボタン等のＧＵＩに対するクリックや押下操作等であるが、これらに限られない。
上記「再生」には、少なくとも、動画像データをデコードして電子機器に内蔵されたまた
は外部接続された表示部に出力する処理が含まれる。　
　上記構成により、電子機器は、動画像データのうち、合成動画像コンテンツに用いる区
間を、動画像データの再生中にユーザから操作入力を受け付けた時点を基準にして新たに
選択しなおすことができる。したがって、ユーザは再生中の動画像データの各シーンを確
認しながら、上記操作を入力するだけで、上記第１の区間データを、当該操作入力時点に
おける再生位置を含む第２の区間データに変更することができる。すなわち、ユーザは合
成動画像コンテンツにおける動画像データの使用区間の調整を容易に行うことができる。
【００１０】
　上記制御手段は、上記操作入力が受け付けられた時点における上記動画像データの再生
位置を始点とする上記動画像データの所定区間を上記第２の区間データとして抽出しても
よい。　
　これにより、ユーザは、上記所定の操作入力を行った時点における動画像データの再生
位置を始点として容易に第２の区間を選択することができる。例えば、ユーザは、冒頭に
盛り上がりのイベントが存在するようなシーンのうち、その盛り上がりのイベントを確実
に含むように第２の区間を選択することができる。
【００１１】
　上記制御手段は、上記操作入力が受け付けられた時点における上記動画像データの再生
位置を終点とする上記動画像データの所定区間を上記第２の区間データとして抽出しても
よい。　
　これにより、ユーザは、上記所定の操作入力を行った時点における動画像データの再生
位置を終点として容易に第２の区間を選択することができる。例えば、ユーザは、最後に
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盛り上がりのイベントが存在するようなシーンのうち、その盛り上がりのイベントを確実
に含むように第２の区間を選択することができる。
【００１２】
　上記制御手段は、上記操作入力が受け付けられた時点における上記動画像データの再生
位置を中間点とする上記動画像データの所定区間を上記第２の区間データとして抽出して
もよい。　
　これにより、ユーザは、上記所定の操作入力を行った時点における動画像データの再生
位置を中間点として容易に第２の区間を選択することができる。例えば、ユーザは、中間
点に盛り上がりのイベントが存在するようなシーンのうち、その盛り上がりのイベントを
確実に含むように第２の区間を選択することができる。
【００１３】
　上記再生手段は、上記動画像データのコマ送り再生が可能であり、上記操作受付手段は
、上記動画像データの上記コマ送り再生中に上記操作入力を受け付けてもよい。　
　これにより、ユーザは、コマ送り再生によりフレーム単位で動画像データを確認しなが
ら操作を入力することで、より詳細に第２の区間を選択しなおすことができる。
【００１４】
　上記電子機器は、上記動画像データから人物の顔を検出する検出手段をさらに有しても
よい。　
　この場合上記制御手段は、上記操作入力受け付け時に、上記動画像データの全区間にお
ける上記再生位置及び上記検出された人物の顔が含まれる区間を示す表示情報を生成し出
力してもよい。　
　これにより、ユーザは、第２の区間を選択しなおすにあたって、動画像データのうち人
物の顔が含まれる区間を確認することができ、利便性がより向上する。例えばユーザは、
人物の顔が含まれる区間が第２の区間に含まれるように操作を入力することができる。
【００１５】
　上記電子機器は、上記動画像データから人物の声を検出する検出手段をさらに有しても
よい。　
　この場合上記制御手段は、上記操作入力受け付け時に、上記動画像データの全区間にお
ける上記再生位置及び上記検出された人物の声が含まれる区間を示す表示情報を生成し出
力してもよい。　
　これにより、ユーザは、第２の区間を選択しなおすにあたって、動画像データのうち人
物の声が含まれる区間を確認することができ、利便性がより向上する。例えばユーザは、
人物の声が含まれる区間が第２の区間に含まれるように操作を入力することができる。
【００１６】
　上記制御手段は、上記操作入力受け付け時に、上記第２の区間の始点、中間点及び終点
における上記動画像データの各サムネイル画像を生成し出力してもよい。　
　これにより、ユーザは、上記第２の区間として選択しなおした区間の始点、中間点及び
終点の各シーンをサムネイル画像により確認することができる。したがってユーザは、当
該各サムネイル画像により、所望のシーンが第２の区間に含まれるか否かを確認すること
ができ、利便性がより向上する。
【００１７】
　本発明の他の形態に係る動画像データ区間変更方法は、動画像データ中の第１の区間デ
ータと他のコンテンツデータとを合成して合成動画像コンテンツを生成することを含む。
　上記動画像データは再生される。　
　上記動画像データの再生中には、ユーザの所定の操作入力が受け付けられる。　
　上記所定の操作入力が受け付けられた時点における上記動画像データの再生位置を含む
上記第１の区間データとは異なる第２の区間データが抽出される。上記合成動画像コンテ
ンツ中の上記第１の区間データが上記第２の区間データに変更される。　
　この方法によれば、ユーザは合成動画像コンテンツにおける動画像データの使用区間の
調整を容易に行うことができる。
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【００１８】
　本発明のまた別の形態に係るプログラムは、電子機器に、生成ステップと、再生ステッ
プと、操作受付ステップと、変更ステップとを実行させるためのものである。　
　上記生成ステップは、動画像データ中の第１の区間データと他のコンテンツデータとを
合成して合成動画像コンテンツを生成する。　
　上記再生ステップは、上記動画像データを再生する。　
　上記操作受付ステップは、上記動画像データの再生中にユーザの所定の操作入力を受け
付ける。　
　上記変更ステップは、上記所定の操作入力が受け付けられた時点における上記動画像デ
ータの再生位置を含む上記第１の区間データとは異なる第２の区間データを抽出する。ま
た上記変更ステップは、上記合成動画像コンテンツ中の上記第１の区間データを上記第２
の区間データに変更する。　
　このプログラムによれば、ユーザは合成動画像コンテンツにおける動画像データの使用
区間の調整を容易に行うことができる。
【発明の効果】
【００１９】
　以上のように、本発明によれば、動画像データや静止画像データを基に作成される動画
像コンテンツに用いられる動画像データの区間を容易な操作で調整することができる。
【発明を実施するための最良の形態】
【００２０】
　以下、本発明の実施の形態を図面に基づき説明する。
【００２１】
　［ＰＣのハードウェア構成］
　図１は、本発明の一実施形態に係るＰＣのハードウェア構成を示した図である。　
　同図に示すように、ＰＣ１００は、ＣＰＵ（Central Processing Unit）１０１、ＲＯ
Ｍ（Read Only Memory）１０２、ＲＡＭ（Random Access Memory）１０３を有し、これら
はバス１０４により相互に接続されている。
【００２２】
　またＰＣ１００は、入出力インタフェース１０５、入力部１０６、出力部１０７、記憶
部１０８、通信部１０９及びドライブ１１０を有し、これらは入出力インタフェース１０
５に接続されている。
【００２３】
　ＣＰＵ１０１は、必要に応じてＲＡＭ１０３等に適宜アクセスし、各種演算処理を行い
ながらＰＣ１００の各ブロック全体を統括的に制御する。ＲＯＭ１０２は、ＣＰＵ１０１
に実行させるＯＳ、プログラムや各種パラメータなどのファームウェアが固定的に記憶さ
れている不揮発性のメモリである。ＲＡＭ１０３は、ＣＰＵ１０１の作業用領域等として
用いられ、ＯＳ、実行中の各種プログラム、処理中の各種データを一時的に保持する。
【００２４】
　入力部１０６は、例えばキーボード、マウス、タッチパッド、ボタン等であり、ユーザ
の各種操作を受け付け、入力された操作信号をＣＰＵ１０１へ出力する。出力部１０７は
、例えば各種コンテンツの映像信号を出力するＬＣＤ（Liquid Crystal Display）やＯＥ
Ｌ（Organic Electro-Luminescence）ディスプレイ等の表示部や、各種コンテンツの音声
信号を出力するスピーカ等である。
【００２５】
　記憶部１０８は、例えばＨＤＤや、フラッシュメモリ等の不揮発性メモリ等である。記
憶部１０８は、上記ＯＳ、各種プログラムや、後述するムービー作成アプリケーション等
のアプリケーション、ムービーの素材となる各種動画像、静止画像、作成されたムービー
等の各種データを内蔵のハードディスクまたはメモリ素子に記憶する。また記憶部１０８
は、それらのプログラムやデータをＲＡＭ１０３へ読み出す。
【００２６】
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　通信部１０９は、例えばネットワークインタフェースカードやモデム等を有し、インタ
ーネット等のネットワークを介して他の機器との間で通信処理を行う。例えば、通信部１
０９は、ネットワークを介して他の機器からプログラムやデータを受信することができる
。
【００２７】
　ドライブ１１０は、リムーバブルメディア１１１を装着して、各リムーバブルメディア
１１１に記録されたプログラムやデータを読み出し、入出力インタフェース１０５を介し
て記憶部１０８に記憶したり出力部１０７により再生したりする。
【００２８】
　リムーバブルメディア１１１は、例えばＤＶＤ、ＢＤ、ＣＤ等の光ディスクや、メモリ
カード等の半導体メモリからなるメディアである。
【００２９】
　［ムービー作成アプリケーションの機能］
　次に、ＰＣ１００が有する上記ムービー作成アプリケーションの機能について説明する
。図２及び図３は、このムービー作成アプリケーションの機能を説明するための図である
。
【００３０】
　図２に示すように、ＰＣ１００は、ユーザが撮影して上記記憶部１０８に保存した動画
像ファイル、静止画像ファイル及び音楽ファイル等の素材を基に、ユーザ独自の動画像（
ムービー）を作成するアプリケーション（以下、ムービー作成アプリケーション）を有す
る。
【００３１】
　ムービー作成アプリケーションは、様々なテーマに対応した複数のテンプレートファイ
ルを有する。テーマとは例えば旅行、キッズ、スポーツ、イベント等のカテゴリ中で設定
される詳細な分類である。各カテゴリ中には、テイストの異なる複数種類のテーマが存在
し、テーマ毎にテンプレートファイルが存在する。
【００３２】
　テンプレートファイルは、ＢＧＭ、複数の素材枠、１以上のエフェクト枠、及び１以上
のトランジション枠を、先頭からの再生時刻を示すタイムコードに応じて予め定義したフ
ァイルである。
【００３３】
　ＢＧＭは、テンプレートファイルのテーマに合わせて設定された、画像再生時に出力さ
れる楽曲である。典型的には、テンプレートファイルの総再生時間は、ＢＧＭの１曲の再
生時間に対応するが、１つのテンプレートファイルに複数の楽曲が対応してもよいし、１
つのテンプレートファイル内で同一の楽曲が繰り返し再生されるように設定されてもよい
。
【００３４】
　素材枠は、ムービー全体のうち、素材としての動画像または静止画像のファイルを挿入
するための区間の位置や長さを規定する箱（入れ物）である。この素材枠は、例えばＢＧ
Ｍのテンポの切り替わり等に合わせて配置されている。区間長は例えば数秒程度であるが
、これに限られない。素材枠には、動画像が挿入されるのか静止画像が挿入されるのかが
メタデータとして予め定義されている。
【００３５】
　エフェクト枠は、ズームをかける、画像の色をセピア色にする等のエフェクトを素材枠
毎に定義する。
【００３６】
　トランジション枠は、テンプレートファイル上に定義された所定の素材枠から次の素材
枠へ切り替わるタイミングに合わせて、切り替え前の素材枠から切り替え後の素材枠へ切
り替えるときの画像の遷移方式を定義する。遷移方式とは、例えばフェードイン、フェー
ドアウト、画面左から入って右へ出て行く等の方式である。エフェクト枠やトランジショ
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ン枠も、テンプレートファイルのテーマおよびテイストに応じたものが採用されている。
【００３７】
　以上のようなテンプレートファイルの１つをユーザが指定して動画データの作成を指示
すると、ムービー作成アプリケーションは、図２に示すように、素材枠に合致する静止画
や動画のファイルを、ユーザが保有するファイルから検出して挿入する。これにより、テ
ンプレートファイルの有するテーマに沿った、かつ、ＢＧＭやエフェクト、トランジショ
ン等による効果的な演出が付加された動画データ（ムービー）が作成される。素材枠に動
画像が挿入される場合には、動画像のうちムービーに用いるための一部の区間がユーザに
より選択される。
【００３８】
　ムービー作成アプリケーションは、作成されたムービーを、ユーザの操作入力を基に調
整する機能も有する。この調整機能としては、ある素材枠に挿入された動画像の一部の区
間を、区間長は変更せずに異なる区間に変更することが挙げられる。
【００３９】
　図３に示すように、例えば、ムービー作成アプリケーションは、ムービーのテンプレー
ト中の動画１の素材枠に挿入された区間１を、ユーザの操作入力に基づいて、区間２に変
更することが可能である。この動作の詳細については後述する。
【００４０】
　［ＰＣの動作］
　次に、本実施形態におけるＰＣ１００の動作について、上記区間変更動作を中心に説明
する。以下の説明では、上記ムービー作成アプリケーションを主な動作主体として説明す
るが、この動作は、全てＣＰＵ１０１の制御下で実行される。
【００４１】
　図４は、ＰＣ１００によるムービー作成から動画像の区間変更までの動作の流れを示し
たフローチャートである。　
　同図に示すように、まず、ＰＣ１００のムービー作成アプリケーションは、上記図２で
説明した手法により、ムービーを作成する（ステップ２１）。続いて、ムービー作成アプ
リケーションは、例えばボタン押下等のユーザの操作入力に基づいて、上記ムービーに用
いる動画像の区間を変更するためのＧＵＩを有する区間変更画面を起動する（ステップ２
２）。
【００４２】
　図５は、この区間変更画面の例を示した図である。　
　同図に示すように、区間変更画面４１の上部には、作成されたムービーに用いられた一
部区間を含む動画像を再生するための動画再生領域５５が表示される。動画再生領域５５
の下部には、再生／一時停止ボタン４７、停止ボタン４８、巻き戻しボタン４９、早送り
ボタン５０、コマ戻しボタン５１、コマ送りボタン５２等の、上記動画像の各種再生処理
を指示するためのボタンが表示される。
【００４３】
　これら各種ボタンと動画再生領域５５との間には、動画像のうち上記動画再生領域５５
で再生されている位置を示すポインタ４４が表示される。このポインタ４４とともに、現
在ムービーに使用されている区間及びムービーに使用したい区間（変更したい区間）の、
動画像全体における位置をそれぞれ示す位置表示バー４５、４６が表示される。また、作
成されたムービーの他のシーンで使用されている区間を示す位置表示バーも表示される。
【００４４】
　ポインタ４４、位置表示バー４５及び４６が表示される領域の右上には、後述するサム
ネイル画像を表示するか否かを選択するためのサムネイル表示ボタン６５が表示される。
区間変更画面４１の左下部には、後述する解析情報を表示するか否かを設定するための解
析情報表示ボタン５４が表示される。区間変更画面４１の右下には、使用する動画像の区
間変更を確定するためのＯＫボタン５３が表示される。
【００４５】
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　動画再生領域５５の左下には、動画像の現在再生されている位置を、変更後の区間の始
点、中間点及び終点のいずれに設定するかを選択するための使用位置選択ボタン４２が表
示される。この使用位置選択ボタン４２は、上記始点、中間点、終点のいずれかを選択す
るためのプルダウンボタン４３を有する。
【００４６】
　図６は、このプルダウンボタン４３が押下された場合の区間変更画面４１の例を示した
図である。同図に示すように、プルダウンボタン４３が押下されると、ムービー作成アプ
リケーションは、「この位置から使用する」、「この位置を中心に使用する」、「この位
置まで使用する」の各選択肢から１つを選択させるための選択ボックス５６を表示させる
。同図では、「この位置から使用する」の選択肢が選択されている場合が示されている。
これら各選択肢が選択されることで、使用位置選択ボタン４２が押下された時点における
動画像の再生位置が、変更後の区間の始点、中間点及び終点に設定される。
【００４７】
　図４に戻り、当該区間変更画面４１が表示された状態で、ムービー作成アプリケーショ
ンは、上記再生／一時停止ボタン４７に対するユーザの操作に基づいて、素材となる動画
像を再生する（ステップ２３）。続いて、ムービー作成アプリケーションは、上記使用位
置選択ボタン４２が押下されたか否かを確認する（ステップ２４）。
【００４８】
　続いて、ムービー作成アプリケーションは、使用位置選択ボタン４２が、上記プルダウ
ンボタン４３により、始点、中間点、終点のいずれに設定されているかを確認する（ステ
ップ２５）。
【００４９】
　使用位置選択ボタン４２が始点に設定されている場合、ムービー作成アプリケーション
は、変更後の区間の始点が、使用位置選択ボタン４２の押下時における動画像の再生位置
となるように、上記素材枠に挿入される動画像の一部区間を変更する（ステップ２６）。
すなわち、ムービー作成アプリケーションは、上記再生位置を始点とする所定時間長の区
間を新たに動画像から抽出し、上記作成されたムービーの、上記変更前の区間が挿入され
ていた素材枠に、当該抽出した区間のデータを挿入する。
【００５０】
　使用位置選択ボタン４２が中間点に設定されている場合、ムービー作成アプリケーショ
ンは、変更後の区間の中間点が、使用位置選択ボタン４２の押下時における動画像の再生
位置となるように、上記素材枠に挿入される動画像の一部区間を変更する（ステップ２７
）。
【００５１】
　使用位置選択ボタン４２が終点に設定されている場合、ムービー作成アプリケーション
は、変更後の区間の終点が、使用位置選択ボタン４２の押下時における動画像の再生位置
となるように、上記素材枠に挿入される動画像の一部区間を変更する（ステップ２８）。
【００５２】
　そして、ムービー作成アプリケーションは、上記使用位置選択ボタン４２の押下後にＯ
Ｋボタン５３が押下されたか否かを確認する（ステップ２９）。ＯＫボタンが押下された
場合（Ｙｅｓ）、ムービー作成アプリケーションは、動画像のうち使用する区間を変更し
たムービーを上記記憶部１０８に上書き保存する（ステップ３０）。この際、ムービー作
成アプリケーションは、区間変更後のムービーを自動的に再生して、区間変更後のムービ
ーがユーザの所望したものとなっているかユーザに確認させてもよい。
【００５３】
　上記使用位置選択ボタン４２が押下されるのは、上記再生／一時停止ボタン４７による
動画像の再生中に限られない。例えば、ユーザは、再生／一時停止ボタン４７により動画
像の再生を一時停止し、コマ送りボタン５２により動画像をコマ送りした上で、使用位置
選択ボタン４２を押下してもよい。これによりユーザは、より変更後の区間の始点または
中間点または終点をより細かく設定することができる。
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【００５４】
　以上の動作中に、上記解析情報表示ボタン５４が押下され、所定の設定がなされた場合
、ムービー作成アプリケーションは、動画像の解析情報として、上記動画像中で人物の顔
が映っている区間の位置と、人物の声が含まれる区間の位置とを表示する。図７は、当該
解析情報の表示画面の例を示した図である。
【００５５】
　同図に示すように、ムービー作成アプリケーションは、解析情報表示ボタン５４が押下
さると、動画像のうち顔が映っている区間の位置及び声が含まれる区間の位置をそれぞれ
表示するか否かを選択するためのチェックボックス５４ａ及び５４ｂを表示させる。
【００５６】
　この各チェックボックスが５４ａ及び５４ｂがユーザによりチェックされると、ムービ
ー作成アプリケーションは、上記ポインタ４４の上部に、動画像中の顔が映っている区間
の位置及び声が含まれる区間の各位置を示す位置表示バー５７及び５８を表示させる。同
図では、動画像のうち大部分に顔が映っている区間が存在し、動画像のうち前半の数箇所
に声が含まれる区間が存在する場合が示されている。
【００５７】
　ムービー作成アプリケーションは、素材となる動画像から、顔が映っている区間及び声
が含まれる区間をそれぞれ予め検出しておき、上記各チェックボックス５４ａ及び５４ｂ
がチェックされたときに即座に上記位置表示バー５７及び５８を表示させる。
【００５８】
　顔が映っている区間の検出方法としては、ムービー作成アプリケーションは、例えば、
形（アスペクト比）、色（肌色）、目や鼻の位置等、顔の特徴を示すデータを記憶してお
き、それらのデータに合致する被写体を顔と判断する手法を用いることができる。
【００５９】
　声が含まれる区間の検出方法としては、ムービー作成アプリケーションは、例えば、音
声パワーや音声の継続時間、音声の波形等、声の特徴を示すデータを記憶しておき、それ
らのデータに合致する音声区間を声の区間と判断する手法を用いることができる。
【００６０】
　ＰＣ１００は、これらの顔や声を検出する機能を、ムービー作成アプリケーションの一
機能として有さずに、別途専用のアプリケーションとして有していてもよい。
【００６１】
　ユーザは、上記区間を変更するにあたって、これら位置表示バー５７及び５８の位置を
参考にすることができる。例えば、ユーザは、人物の顔が映っている区間や声が含まれる
区間が変更後の区間に含まれるように上記使用位置選択ボタン４２を操作することができ
る。
【００６２】
　以上説明したように、本実施形態によれば、ムービー作成アプリケーションは、上記使
用位置選択ボタン４２が押下された時点における動画像の再生位置を基準にして、ムービ
ーに使用する動画像の一部区間を容易に変更することができる。特に、区間の位置を表示
するバーやポインタをドラッグ操作させて区間を変更する場合に比べて、上記使用位置選
択ボタン４２の押下操作のみで区間の変更処理が済むため、ユーザの利便性を向上させる
ことができる。
【００６３】
　また、ムービー作成アプリケーションは、使用位置選択ボタン４２の押下時における動
画像の再生位置を、変更後の区間の始点、中間点、終点のいずれにするかを選択すること
ができるため、ユーザの利便性をより向上させることができる。
【００６４】
　例えば、ユーザは、上記プルダウンボタン４３により始点を選択することで、冒頭に盛
り上がりのイベントが存在するようなシーンのうち、その盛り上がりのイベントを確実に
含むように変更後の区間を選択することができる。
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【００６５】
　また、ユーザは、上記プルダウンボタン４３により終点を選択することで、最後に盛り
上がりのイベントが存在するようなシーンのうち、その盛り上がりのイベントを確実に含
むように第２の区間を選択することができる。
【００６６】
　また、ユーザは、上記プルダウンボタン４３により中間点を選択することで、中間点に
盛り上がりのイベントが存在するようなシーンのうち、その盛り上がりのイベントを確実
に含むように第２の区間を選択することができる。
【００６７】
　［変形例］
　本発明は上述の実施形態にのみ限定されるものではなく、本発明の要旨を逸脱しない範
囲内において種々変更され得る。
【００６８】
　上述の実施形態においては、ムービー作成アプリケーションは、上記使用位置選択ボタ
ン４２の押下時点を基準にして動画像の変更後の区間を決定していた。しかし、ムービー
作成アプリケーションは、動画像のサムネイル画像を用いて変更後の区間を決定すること
も可能である。
【００６９】
　図８は、サムネイル画像を用いて区間を変更する場合の上記区間変更画面４１の例を示
した図である。　
　同図に示すように、ムービー作成アプリケーションは、上記サムネイル表示ボタン６５
が押下された場合、動画像のうち、上記使用したい区間（変更したい区間）及び現在ムー
ビーに使用されている区間に相当するフレームのサムネイル画像６０を表示させる。使用
したい区間のサムネイル画像としては、動画像の始点、中間点及び終点にそれぞれ位置す
る３枚のサムネイル画像が表示される。現在ムービーに使用されている区間のサムネイル
画像は、上記使用したい区間のサムネイル画像と区別できるように、例えば影付きで表示
される。
【００７０】
　これらのサムネイル画像６０の下部には、動画像の総再生時間における上記ムービーに
現在使用されている区間及び上記ムービーに使用したい区間の位置をそれぞれ示す位置表
示バー６１及び６２が表示される。ユーザは、このうち位置表示バー６２を、ポインタ５
９によりドラッグ操作することで、変更後の区間を選択することができる。ムービー作成
アプリケーションは、ユーザのドラッグ操作に応じて、上記始点、中間点及び終点におけ
る各サムネイル画像６０を変化させる。
【００７１】
　ムービー作成アプリケーションは、ムービーの作成前に、素材となる各動画像からサム
ネイル画像を、タイムコードと対応させて作成しておき、上記サムネイル表示ボタン６５
が押下された場合に即座に表示できるようにしておく。
【００７２】
　これにより、ユーザは、始点、中間点、終点の３箇所を同時に確認しながら、動画像の
うち変更後のムービーに使用する区間を選択することができる。すなわち、ユーザは、変
更後の区間の範囲及びその大まかな内容を把握しながら、容易に変更後の区間を選択する
ことができる。
【００７３】
　図８の例では、計５枚のサムネイル画像が表示されているが、ムービー作成アプリケー
ションは、上記始点、中間点、終点を含め、より時間間隔の短い多数のサムネイル画像を
表示してもよい。そして、ムービー作成アプリケーションは、これら多数のサムネイル画
像から１枚のサムネイル画像が選択された場合に、当該選択されたサムネイル画像に相当
する位置を、変更後の区間の上記始点、中間点、終点またはその他の位置に設定してもよ
い。
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【００７４】
　また、ムービー作成アプリケーションは、上記位置表示バー６２のドラッグ操作により
区間を変更する場合、位置表示バー６２を含めた、動画像の総再生時間の表示領域を横方
向に拡大する機能を有していてもよい。これにより、素材となる動画像の総再生時間が長
いために、位置表示バー６２の幅が小さくなり、ドラッグ操作が困難となるのを防ぐこと
ができる。
【００７５】
　上述の実施形態において、ムービー作成アプリケーションは、上記使用位置選択ボタン
４２により、変更後の区間の始点、中間点、終点の３箇所を選択させた。しかし、使用位
置選択ボタン４２により選択される位置はこの３箇所に限られず、４つ以上の位置が選択
されても構わない。
【００７６】
　上述の実施形態において、ムービー作成アプリケーションは、上記区間変更画面４１に
より、ムービー中の動画像の使用区間を変更した。しかし、ムービー作成アプリケーショ
ンは、ムービー中の音声の使用区間を同様に変更してもよい。すなわち、ムービー作成ア
プリケーションは、ムービーに使用される楽曲（ＢＧＭ）の再生中に、上記使用位置選択
ボタン４２が押下された場合に、当該押下時における楽曲の再生位置を基準にして変更後
の区間を決定してもよい。
【００７７】
　上述の実施形態において、ムービー作成アプリケーションが実行可能な各種機能やステ
ップは、１つのアプリケーションで実現されてもよいし、複数のアプリケーションで実現
されてもよい。また、ムービー作成アプリケーションの一部または全部がハードウェアで
実現されても構わない。
【００７８】
　上述の実施形態においては、本発明をＰＣに適用した例を示した。しかしながら、本発
明は、例えばテレビジョン装置、ＨＤＤ／ＤＶＤ／ＢＤ等の記録媒体を用いた記録再生装
置にも同様に適用することができる。また本発明は、その他にも、例えばデジタルスチル
カメラ、デジタルビデオカメラ、携帯型ＡＶ機器、携帯電話機、ゲーム機器、ロボット装
置、ＰＤＡ（Personal Digital Assistants）、電子辞書、カーナビゲーション機器等の
他の電化製品にも適用することができる。
【図面の簡単な説明】
【００７９】
【図１】本発明の一実施形態に係るＰＣのハードウェア構成を示した図である。
【図２】本発明の一実施形態に係るＰＣが有するアプリケーションの機能を説明するため
の図である。
【図３】本発明の一実施形態に係るＰＣが有するアプリケーションの機能を説明するため
の図である。
【図４】本発明の一実施形態に係るＰＣによる、ムービー作成から動画像の区間変更まで
の動作の流れを示したフローチャートである。
【図５】本発明の一実施形態における区間変更画面の例を示した図である。
【図６】本発明の一実施形態において、プルダウンボタンが押下された場合の区間変更画
面４１の例を示した図である。
【図７】本発明の一実施形態における解析情報の表示画面の例を示した図である。
【図８】本発明の他の実施形態において、ＰＣがサムネイル画像を用いて区間を変更する
場合の上記区間変更画面の例を示した図である。
【符号の説明】
【００８０】
　４１…区間変更画面
　４２…使用位置選択ボタン
　４３…プルダウンボタン
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　４４…ポインタ
　４５、４６、５７、６１、６２…位置表示バー
　４７…再生／一時停止ボタン
　５２…コマ送りボタン
　５３…ＯＫボタン
　５４…解析情報表示ボタン
　５５…動画再生領域
　５６…選択ボックス
　５９…ポインタ
　６０…サムネイル画像
　６５…サムネイル表示ボタン
　１００…ＰＣ
　１０１…ＣＰＵ
　１０２…ＲＯＭ
　１０３…ＲＡＭ
　１０６…入力部
　１０７…出力部
　１０８…記憶部

【図１】 【図２】
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